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施策１ 青少年健全育成体制の充実 

施策２ 学校教育の充実 

施策３ 社会教育の充実 

施策４ スポーツ・レクリエーション 

活動の充実 

施策５ 文化活動の充実 

施策６ 交流の推進 
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政策２ ふるさとに誇りを持ち 心豊かな人を育むまち 

  

 

 

 

 

名護市の将来を担う人材育成を図るとともに、次代を担う青少年を取り巻く教育環境の

整備を図るため、青少年育成協議会等各種団体等と連携を密にし、市民一体となって健全

育成に取り組みます。 

 

 

 

 

・地域におけるつながりは以前より薄れており、

子どもたちが安心して過ごせる場所が少なく

なっています。 

・平成 25 年度現在、子どもたちの居場所づくり

として PTA 等の地域の方々の支援を受けなが

ら、小学校の余裕教室等を活用した放課後子ど

も教室推進事業「子ども教室」（１校）並びに

名護子育て支援塾※１が主体となって運営を行

う、地域の公民館等を活用した子どもの家事業

「子どもの家」（18 箇所）に取り組んでいま

す。 

・小学校等におけるスポーツ指導は、保護者等が

行っている場合が多く、子どもの教育に関し、

指導方針等に課題が見られる場合があります。 

・子育てやしつけに関する悩みや不安を抱く保護

者のために子育て支援講座を開催しています。 

・青少年犯罪防止活動として、「深夜はいかい防

止市民大会」、「全県一斉パトロール」、「夏祭

り・さくら祭り夜間街頭指導」、「遊技場等への

立入調査」、毎月第３金曜日の「少年を守る日

パトロール」を実施しています。 

・「リーダー研修」や「青少年主張大会」等によ

り、ジュニアリーダーを育成しています。 

・核家族化の進展や生活様式の変化に伴い、子ど

もたちの遊び方が変化し、自然の中で遊んだり、

異年齢間で遊ぶ機会が少なくなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策に関する市民の声】 
・放課後に子どもが集まり、大人が見守れ

る場が必要。 
・公民館等を活用し、子どもの居場所づく

りができないか。 
・中高生やニートの居場所が少ない。 
・「子どもの家」を知らない家庭も多く、そ

の活動も地域差があるようである。 
・市内のファストフード店やショッピング

センターのフードコートなどで、小学生
が勉強をしているのは良くないのではな
いか。 

・夜遅くまで子どもを連れて飲食店等に出
歩いているのは良くない。 

・家庭環境が落ち着いていない子どもは、
食事や睡眠等の生活習慣ができておら
ず、ひいては学力の低下につながってい
る。 

・自然に囲まれているのに自然の中で遊ぶ
子どもたちが少ない。 

・名護は自然が豊かなので、ボーイスカウ
トのような活動を通して環境教育ができ
ないか。 

 

用語解説 
※１ 名護子育て支援塾：放課後の居場所に困っている子どもたちとその父母を支援する目的で、平成 13 年

度に設立。「地域のみんなで育てる子育て」をモットーに会員を募り、「子どもの家」事業等を展開。平成 25

年度「沖縄タイムス地域貢献賞」を受賞。 

 

・学校と地域の連携強化 

・地域の教育力の向上 

・青少年の指導者の資質向上、指導の充実 

・家庭間の教育に対する格差の是正、家庭の教育力の向上 

・次代を担う人材育成の仕組みづくり 

課 題 

施策１ 青少年健全育成体制の充実 

経 緯 ・ 現 状 

施 策 の め ざ す 方 向 
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１．青少年の健全育成に向けた取組の充実                      

○青少年の健全育成を支援するため、青少年育成協議会を中心とした地域や関係機関との連携強

化を図るとともに、青少年健全育成体制の充実に向けたビジョンづくりに取り組みます。その

一環として、中高生やニートの居場所づくり等、青少年に関する総合的な窓口の設置に向けて

取り組みます。 

○学校や地域、関連部局との連携のもと、有害図書販売店や遊技場への立ち入り調査等を行い、

青少年犯罪防止活動の推進を図ることで、青少年の健全育成に取り組みます。 

○子どもの基本的な生活習慣の確立を図るため、市全体で「早寝・早起き・朝ごはん」運動及び

「630 運動」の推進を図ります。 

 

２．地域の子どもは地域で育てる                            

○地域の方々の参加・協力を得ながら、小学校の余裕教室や地域の公民館等を活用した子どもの

家事業「子どもの家」を推進します。更に、これらの事業の周知・強化を図るとともに、地域

人材による活動の活発化に向けて、活動が盛んな地域の事例紹介や情報共有等の活動者への支

援に取り組みます。 

○すべての親が家庭教育に関する学習や相談等ができる体制を整備するため、「家庭教育支援事業」

に取り組みます。 

 

３．体験学習等の推進による人材育成事業の充実                     

○自然を大切にする心や生きる力を育むため、「リーダー研修」や「どんぐり探検隊」をはじめ、

地域や関係機関等との連携による体験学習等や活動の場づくりに取り組み、次代のリーダーを

育成します。 

○青少年の指導者に対して、研修や意見・情報交換会等を行い、その資質の向上を図ります。 

 

 
 

【目標数値】 

指標 平成 24 年度 

(実績) 
平成 30 年度 

(目標値) 

青少年に関する窓口の設置 — 設置 

青少年向けの育成事業への参加者数 140 人 300 人 

子どもの家実施数 18 箇所 23 箇所 

街頭指導の参加者数 1,124 人 1,200 人 

社会教育関係団体指導者研修への参加者数 90 人 120 人 

 

 

 

  

◆重点的に取り組む活動 

○青少年健全育成体制の充実に向けたビジョンづくりと青少年に関する 

総合的な窓口の設置 

○子どもの家事業（子どもの家）の拡充 

○自然環境学習等体験学習の推進による人材育成事業の充実 

具 体 的 な 取 組 

子どもの家合同クリスマス会 名護さくら祭り特設子どもの家 
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政策２ ふるさとに誇りを持ち 心豊かな人を育むまち 

  

 

 

 

 

幼児児童生徒が夢を育み自己実現のできる力を培うため、確かな学力の定着を図るとと

もに、学力向上推進をはじめ、「六諭のこころ」を活用した道徳教育、基本的生活習慣の

確立、幼児児童生徒への理解に基づく生徒指導や特別支援教育の充実等、学校・家庭・地

域が一体となった教育環境づくりをめざします。 

 

 

 

・平成 24 年度に実施された全国学力・学習状況

調査の結果は、本調査で測定できるのは学力の

特定の一部分に過ぎないものの、沖縄県は全国

最下位であり、名護市は県内においても学力が

低い状況にあります。 

・年３回、関係機関・団体が連携した生徒指導を

実施するため、不登校児童生徒連絡会を開催し、

情報交換や指導方法等の連携を行うとともに、

中学校区を単位とした校区内ネットワークの

形成・拡充に努めています。 

・生徒数の多い５箇所の中学校に、生徒指導支援

者※１を配置し、担当教員や教育相談室との連

携強化に取り組んでいます。その結果、不登校

の児童生徒は５年連続で減少し、平成 21 年度

と比較すると平成 24 年度は半数に減少して

います。しかし、保健室登校等の不登校予備群

は未だ多い状況が続いています。 

・不登校児童生徒を対象とした適応指導教室とし

て、「あけみお学級」を設置し、学校復帰に向

けた支援を行っています。更に、教育相談室で

は「あけみお学級」に通うことができない不登

校児童生徒への相談及び支援を行っています。 

・支援を要する幼児児童生徒は年々増えているこ

とから、特別支援教育の支援者を配置し、幼児

児童生徒や保護者、学級担任への支援を行って

います。 

・インターネットや携帯電話等の普及により、人

間関係づくりに影響が見られ、また、いじめや

有害サイトの閲覧等の問題行動の要因となっ

ています。 

・程順則の「六諭のこころ」を活用した道徳教育

に取り組んでいます。 

・現在、公立幼稚園の今後の在り方について検討

を行っています。 

・教師は、授業や生徒指導、部活動の指導のみな

らず、多くの事務作業に追われていることから、

子どもと向き合う時間が少ないという状況に

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

施策２ 学校教育の充実 

経 緯 ・ 現 状 

施 策 の め ざ す 方 向 

【施策に関する市民の声】 
・地域性に応じた独自の手法で教育力を高

める。 
・がんばりノートを廃止してほしいという

意見が多い地域がある。 
・最近の子どもは勉強で忙しいが、その一

方で字が書けない子どももいる。 
・市内に進学校があると良い。 
・公立幼稚園の在り方と子どもの居場所に

ついて検討する必要があるのではない
か。 

・特に配慮を必要とする子どもが増加傾向
にあり、特別支援員の拡充が必要である。

・特別支援員が配置されているが、一般の
方なので専門的な知識に乏しいため、事
前教育が必要。 

・教師が教材研究等をできる機会と時間が
必要。 

・先生と児童生徒の関係が「友達」になり
すぎる。 

・給食の時間が短く、楽しい食事の時間と
なっていない。 

・食育・環境・農業のつながりを生かした
授業ができないか。 

・名護市には海があるのに泳げない子ども
が多いので、水泳指導をインストラクタ
ーに依頼するなど、水泳教育の充実がで
きないか。 

学校風景
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・地域コーディネーターを配置し、学校・家庭・

地域連携事業の推進に取り組んでいます。さら

に、全小中学校で学校評議員制度※２が導入さ

れ、地域に開かれた学校づくりを進めています。 

・教育研究所においては、教師の資質及び授業力

の向上を図るため、調査・研究、研修、教育相

談等を推進しています。 

・複式学級の課題解消を図るため、平成 21 年度

に二見以北４小学校の統合を行い、更によりよ

い教育環境の整備に向けて平成 24 年度に小

中一貫教育校※３「緑風学園」が開校しました。

平成 25 年度時点で３小学校で複式学級が見 

 られることから、教育環境の充実に向けて取り

組む必要があります。 

・過疎化・少子化により児童生徒の減少が続いて

いる屋我地地域では、子どもたちにとってより

良い教育環境の提供等を図るため、屋我地小中 

 一貫教育校の開校に向け懇話会を立ち上げ、小 

 中一貫教育の検討を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・平成 25 年度現在、31 棟の校舎・園舎が新耐 

 震基準を満たしていない状況です。 

・平成 25 年度現在、学校給食センターは５箇 

所ありますが、各施設とも老朽化が進んでい 

 ます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語解説 
※１ 生徒指導支援者：生徒指導上配慮を要する児童生徒（不登校、保健室登校等）を支援するための指導者。 

※２ 学校評議員制度：校長が、保護者や地域の方々の意見を幅広く聞き、開かれた学校づくりを推進してい

くためのもので、学校と家庭、地域社会が連携・協力しながら、特色ある教育活動を展開していくこと

ができる。 

※３ 小中一貫教育校：義務教育の 9年間を見据えた教育課程の編成により、一貫した指導方針を 9年間の全

教育活動において機能させていく教育システム。期待できる成果として、一部教科担任制により、専門

知識の高い中学校の先生が教科担任となり小学生に授業を教えるなど、授業の進め方が工夫でき、学力

の向上が図られること、また、中１ギャップの解消等が期待できる。 

課題として、小学校と中学校の区切りがなくなることで、小学校高学年のリーダー性が育ちにくいと 
いうことが言われている。 

 

・幼児児童生徒の確かな学力の定着 

・学力向上の基礎的要件である基本的生活習慣の形成 

・教師の指導力の向上 

・不登校の児童生徒への対応 

・情報教育の充実 

・特に配慮を要する児童生徒等への支援 

・「六諭のこころ」の普及拡大 

・幼児教育の充実 

・教師が授業や生徒指導に集中できる職場環境の改善 

・複式学級の課題解消 

・校舎・園舎の耐震化及びバリアフリー化 

・老朽化した学校給食施設の再整備及び食育の推進 

課 題 

【施策に関する市民の声】 
・沖縄や名護市の歴史に関して勉強する機

会がないので、名護市独自のカリキュラ
ムや教材の作成等により、地域のことを
知る学習に取り組んではどうか。 

・文化財案内ガイドや博物館講座、各区に
点在する文化財を活用した取組ができな
いか。 

・小規模校では、書道や美術といった文化
系の部活動がない。 

緑風学園（小中一貫教育校） 
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１．確かな学力を身につけさせる教育の推進                       

○学校教育においては、幼児児童生徒の確かな学力の定着を図るため、全国学力・学習状況調査

における沖縄県１位をめざし、全教育活動を通じて学力向上に取り組みます。その一環として、

学習指導支援者の増員や名護市学力向上推進委員会等の活動充実を図るとともに、先進的に取

り組む自治体の情報収集に努め、学校における反復学習の定着や家庭学習の在り方の検討等に

取り組みます。さらに、学校・家庭・地域が一体となり、基本的な生活習慣の形成や文武両道

に向けた取組を推進します。 

○ICT※４を活用し児童生徒の理解・思考力の伸張を図る「分かる授業」の展開、教師の授業力向

上のため、ICT 環境の整備を図ります。 
○教師の業務負担の軽減化を図りつつ、子どもの教育・指導にかける時間の充実や教育研究所を

中心に教育・指導の研究等の向上に取り組みます。 

○本市における教育課題の解決に取り組むため、名桜大学をはじめとした地域の高等教育機関と

の連携による学校教育の充実を図るとともに、研究指定校等の設置を通じた特色ある学校づく

りを進めます。 

○市内各小中学校に配置されている地域コーディネーターがつなぎ役となり、地域の人材や学生

等を活用した学校支援活動に取り組むことで、学習支援体制を拡充し、確かな学力の向上を推

進します。 

○教育の機会均等による教育水準の維持向上のため、複式学級の課題解消に取り組みます。 

○子どもたちにとって、より良い教育環境の提供等を図るため、公立では県内初の施設一体型小

中一貫教育校である『緑風学園』の教育支援を行うとともに、屋我地地域の小中一貫教育校の

開校に向け各種取組を推進します。 

○名護市の豊かな自然や歴史の体験活動等、学校等と社会教育施設との連携による多様な学習機

会の充実に取り組みます。 

 

２．心豊かな人間性を育む教育の推進                           

○幼児児童生徒の心豊かな人間性を育むため、「六諭のこころ」を活用した道徳教育を推進します。 

○一人ひとりの幼児児童生徒の理解に基づく指導体制を充実するため、各関係機関や団体との連

携による生徒指導の充実、並びに不登校児童への支援に取り組みます。また、インターネット

やスマートフォン等の普及に対応した適切な使用に関する指導に取り組みます。 

○一人ひとりの個性を尊重し、配慮を要する児童生徒の自立や社会参加の基盤を築くため、特別

支援教育の現状把握を踏まえた、適切かつ効果的な特別教育支援者の配置・確保に取り組み、

児童生徒とその保護者、教師への支援を行います。 

 

３．キャリア教育の充実                                 

○児童生徒一人ひとりが夢や希望を持ち、学ぶ意欲を向上させ望ましい勤労観・職業観及び基 

盤となる能力や態度の育成を図るため、産学官連携によるキャリア教育の充実を支援しま 

す。  

 

４．幼児教育の充実                                  

○基本的な生活習慣の形成にとって大切な幼児教育の充実を図るため、「公立幼稚園の在り方検討

懇話会」の提言を踏まえた基本方針に基づき、望ましい幼児教育の在り方の実現に向け取り組

みます。 

 

５．地域とともにある学校づくり                             

○学校や家庭、地域との連携による教育力の向上に向けて、「学校・家庭・地域連携事業」を実施

し、余裕教室等を活用した放課後の学習支援等に取り組みます。 

○保護者や地域住民等の協力のもと、保護者や地域住民等の意向を地域の公立学校の運営に活か

す学校評議員制度の推進による地域とともにある学校づくりに取り組みます。 

 

 

 

具 体 的 な 取 組 



 

57 

 

 

基
本
計
画 

政
策
１ 

 

基
本
計
画 

政
策
２ 

基
本
計
画 

政
策
３ 

基
本
計
画 

政
策
４ 

基
本
計
画 

政
策
５ 

基
本
計
画 

政
策
６ 

６．学校給食の充実と食育の推進                           

○学校給食の充実を図るため、今後とも給食費の徴収体制の強化を図ります。また、現在市内に

ある５施設の学校給食センターは全て老朽化が進んでいるため、新しい学校給食センター２施

設への建替えを推進していきます。1 つ目の新学校給食センターについては、平成 30 年度運

用開始に向け取り組みます。 

○栄養教諭、栄養士を中心に学校全体で食育に取り組みます。また、年間を通して地元食材を活

用した学校給食の提供が行えるよう、地産地消コーディネーターの配置等を進めるとともに、

関係機関や地元生産者との連携を図ります。 

 

７．学校施設の整備及び学校跡利用の推進                        

○安全・安心な教育環境を充実させるため、学校施設の耐震化及び老朽化の解消等、計画的かつ

迅速な整備を図ります。 

○統合された学校跡については、地域の共通の財産としての活用の在り方について、地域住民の

意見を取り入れ、地域振興に資する跡利用を推進します。 

 

 

【目標数値】 

指標 平成 24 年度 

(実績) 
平成 30 年度 

(目標値) 

屋我地小中一貫教育校の開校 — 開校 

新学校給食センターの設置 — 設置 

不登校児童生徒数 41 人 33 人 

小中学校舎等の耐震化率 73.2％ 100％ 

 

 

 

 

  

◆重点的に取り組む活動 

○学校・家庭・地域との連携による教育環境の充実 

○全国学力調査沖縄県１位をめざした学力の向上推進 

○屋我地小中一貫教育校の開校に向けた取組 

○教師の負担軽減に向けた取組 

○特別支援教育の拡充 

○現状及び時代に応じた情報教育等の充実 

○新学校給食センターの設置に向けた取組 

○「地産地消」の推進による学校給食・食育の充実 

○学校施設の整備 

用語解説 
※４ ICT(Information and Communication Technology)：「情報通信技術」の略であり、IT(Information Technology)

とほぼ同義の意味を持つが、コンピューター関連の技術を IT、コンピューター技術の活用に着目する場合を

ICT と、区別して用いる場合もある。国際的に ICT が定着していることなどから、日本でも近年 ICT が IT

に代わる言葉として広まりつつある。 

IT は、コンピューターやデータ通信に関する「情報技術」を意味し、パソコンやインターネットの操作方法

から、それらを構成するハードウエア、ソフトウエアの応用技術までの幅広い範囲の総称である。日本では、

2000 年 11 月に IT 基本法(高度情報通信ネットワーク社会形成基本法)が制定され、01 年 1 月に「e-Japan 戦

略」が策定された頃から IT という言葉が広まった。 

授業の様子屋我地小中一貫教育推進市民懇話会
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地域における社会教育活動の充実を図るため、各区・各地区の社会教育団体を支援しま

す。また、地域公民館や中央公民館・図書館等の生涯学習施設の機能充実を図り、市民が

それぞれのライフステージにおいて学ぶことができる生涯学習活動を支援します。 

 

 

 

 

・青年会や婦人会等の社会教育団体では、活動は

維持しているものの、都市化による人間関係の

希薄化や過疎化による人口減少等により、区組

織に加入する住民が減少しています。 

・平成 23 年度より、市内全支所（羽地･久志･

屋部･屋我地）に社会教育主事を配置し、各地

域限定の広報紙の発刊等、地域情報の発信に取

り組んでいます。 

・「市民のひろば」や社会教育だより「心」、市ホ

ームページ等の情報媒体を活用し、随時、生涯

学習情報の提供を行っています。 

・市内には、中央公民館、北部生涯学習推進セン

ター等の生涯学習施設があり、また、「社会教

育関係連絡会議」の開催により、各施設･団体･

関係部署等の連携強化に取り組んでいます。 

・中央公民館では、地域移動講座や出前講座によ

る学習機会を提供しています。また、講座終了

後のアンケート等に基づき、市民ニーズを踏ま

えた講座の開催に努めています。更に、市民か

らの提案による提案型講座の開催も行ってい

ます。 

・平成 24 年度における中央図書館の蔵書数は

321,476 冊となっており、名護市民だけでな

く広く北部住民への貸出も行っています。さら

に、市域の広い本市においては、移動図書館が

月１回 32 箇所を巡回しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策に関する市民の声】 
・青年会のエイサーが盛んである。 
・青年会･婦人会･子ども会･老人会等の社会

教育団体の組織力が弱くなっている。 
・地域行事へ参加する人が少ない。 
・市のホームページや広報誌に、生涯学習

情報が掲載されているが、情報が分散し
整理されていないため、情報を求めてい
る人に届いていない。 

・生涯学習等の情報提供を、公共施設だけ
ではなく、人の多く集まる民間施設等で
も行ってほしい。 

・名護市内には中高生や社会人が学習でき
る場が少ない。 

・小規模校では、子どもが集まり、活動す
る場所が少ないので、公民館を開放して
欲しい。 

・移動図書館が充実しており、中央図書館
から遠い地域でも本が借りられて便利で
ある。 

・図書館の開館時間延長やネット予約を可
能にしてほしい。 

・図書館の返却期限を延ばしてほしい。 
 

施策３ 社会教育の充実 

経 緯 ・ 現 状 

 

・時代に対応した社会教育団体の活動の支援 

・地域公民館の積極的な活用の支援 

・生涯学習機会や関連施設の情報収集・整理・提供 

・生涯学習関連施設間の連携充実 

・中央公民館の市民講座の充実と地域における展開 

・市民が利用しやすい図書館運営 

課 題 

施 策 の め ざ す 方 向 



 

59 

 

 

基
本
計
画 

政
策
１ 

 

基
本
計
画 

政
策
２ 

基
本
計
画 

政
策
３ 

基
本
計
画 

政
策
４ 

基
本
計
画 

政
策
５ 

基
本
計
画 

政
策
６ 

 

 

 

１．地域活動の支援                                 

○青年会・婦人会・子ども会・老人会等の社会教育団体については、時代に対応した組織の在り

方や支援方法について、それらの団体とともに考え、活動の活性化を支援します。 

○地域公民館等に対してコミュニティ助成事業※１や他の地域公民館の活動の情報等を提供しま

す。 

○各支所に配置されている社会教育主事を中心に地域活動への支援を行うとともに、地域情報紙

の作成･配布等、地域の情報提供に取り組みます。 

 

２．生涯学習機会の情報提供と生涯学習施設等の連携充実                 

○生涯学習機会や生涯学習施設に関する情報を一元的に管理し、市のホームページや広報誌「市

民のひろば」等を通じて、市民へ生涯学習情報の提供を行います。また、生涯学習の成果発表

や活動の周知等は、市民が多く利用する民間施設を活用するなど、情報提供方法の工夫に取り

組みます。 

○社会教育関係連絡会議の開催及び拡充等により、生涯学習施設間の連携を図ります。 

 

３．公民館活動の充実                                 

○多様化する学習ニーズに対応した地域移動講座等の充実や市民提案型講座の開催を進めます。 

○市民の生涯学習活動として、学校開放や公民館の有効利用を推進します。また各種団体サーク

ル活動を支援します。 

 

４．図書館機能の充実                                   

○地域における図書館活動の推進のため、移動図書館の充実や各支所・地域公民館への図書資料

配架等、地域に開かれた図書館活動に取り組みます。 

○中央図書館では、「おはなし会」や上映会、講演会等図書館事業の充実を図るとともに、インタ

ーネットを活用したサービスの充実に取り組みます。 

○学校図書館司書と研究・協力し、子ども達の読書活動の充実に努めます。 

○図書館業務の一部民間委託等を検討し、開館時間の延長等、市民が利用しやすい図書館運営に

取り組みます。 

 

 
 

【目標数値】 

指標 平成 24 年度 

(実績) 
平成 30 年度 

(目標値) 

社会教育団体数・サークル団体数（累計） 479 団体 500 団体 

公民館講座の受講者数及び講座数 
3,024 人 

25 講座 

3,100 人 

25 講座 

図書館の利用登録者数（累計） 46,673 人 55,500 人 

図書館の年間貸出件数（図書、ＤＶＤ等）（累計） 318,167 件 424,000 件 

 

  

◆重点的に取り組む活動 

〇社会教育団体の活動支援 

〇生涯学習情報の提供方法の工夫 

〇地域に密着した公民館の有効利用の推進 

用語解説 
※１ コミュニティ助成事業：財団法人自治総合センターが実施する宝くじの普及広報事業の１つ。一般コミ

ュニティ助成事業・コミュニティセンター助成事業・地域防災組織育成助成事業・青少年健全育成助成事業・

共生の地域づくり助成事業・地域の芸術環境づくり助成事業・地域国際化推進助成事業・活力ある地域づく

り助成事業の８種類の事業がある。事業対象は、市区町村や自治会等のコミュニティ組織及びその連合体（事

業によっては都道府県を含む）。 

具 体 的 な 取 組 
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いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに親しむことのできる生涯スポーツ社会の実

現に努めるとともに、市民に夢や希望を与え、その競技レベルの向上につながる競技スポ

ーツ環境の整備に取り組みます。また、様々な目的でスポーツに親しむ市民が、スポーツ

活動を通じて、老若男女・競技レベルを問わず交流できる環境の整備に取り組みます。 

 

 

 

・平成 25 年度から「名護市スポーツ推進計画」

の策定に向けて取組を進めています。 

・市内の公共スポーツ施設は、陸上競技場や野球

場、体育館、サッカー・ラグビー場、多目的運

動広場等 32 施設が整備されており、その大半

は名護地域の市街地及びその周辺に立地して

います。 

・築 50 年以上が経過する陸上競技場は、平成

24，25 年度に改修工事を行い、市民がより

親しみやすく、快適なスポーツ環境となりまし

た。今後とも、老朽化の状況やニーズ等を踏ま

えた計画的な改修及び設備拡充が求められて

います。 

・市内に約 420 団体が、スポーツを楽しむこと

を目的に、定期的・継続的に活動しています。 

・平成 25 年度現在、スポーツ少年団は、バスケ

ットボールや空手、バレーボール等 23 団体、

423 人が登録されています。 

・昭和 56 年から、プロ野球球団が春季キャンプ

を行っているほか、野球･陸上競技の実業団、

県外大学･高等学校の合宿等も行われています。 

・名護高校ラグビー部や女子駅伝、ソフトテニス、

北部農林高校レスリング部等、多様な種目での

目覚ましい活躍が見られます。 

・市体育協会には、３支部体協の他、陸上部や野

球部、バレーボール部等の 18 の専門部があり

ます。 

・「名護市ワラビンピック」、「NAGO ハーフマラ

ソン」等の各種競技大会を開催しています。 

 

・スポーツ教室の参加者にアンケート調査を行い、

新たなスポーツ教室を検討する際の参考にし

ています。 

・第 25 回記念大会となった「ツール・ド・おき

なわ 2013」では、県内外から約 4,125 名が

参加し、本市や周辺市町村をにぎわせました。 

・名護･やんばるツーデーマーチは、県内外のウ

ォーカーが参加、自然に親しみ、親善と友好を

深める中で心とからだの健康づくりを目的と

して実施され好評を博しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【施策に関する市民の声】 
・スポーツ活動が盛んである。 
・市民が公共のスポーツ施設を利用しやす

いよう、手続きの簡略化や使用料の軽減
など市民サービスを向上してほしい。 

・小中高の縦のつながりがないので、交流
の場･機会を増やしてほしい。 

・部活動に力が入りすぎて勉強時間がない
子どもがいるので、勉強とスポーツの両
立をきちんと指導することが必要。 

・児童生徒数の少ない小規模校では、部活
動へ取り組む意欲があっても定員不足で
活動ができない場合がある。 

・陸上競技場が古く、競技大会開催時には
駐車場も不足している。 

・スポーツ施設が老朽化している。 
・名護市はメタボリックシンドロームの割

合が高いので、公園に健康づくりの器
具・設備をつけてほしい。 

 

施策４ スポーツ・レクリエーション活動の充実 

経 緯 ・ 現 状 

 

・スポーツ教室に対する市民ニーズの把握 

・気軽にスポーツに親しむことができる環境の整備 

・競技スポーツの指導者の育成及び確保 

・スポーツ施設の整備拡充 

施 策 の め ざ す 方 向 

課 題 
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１．生涯スポーツの充実                                

○市民が日常生活の中にスポーツを取り入れ、健康の保持増進を図り、いつでも、どこでも、い

つまでもスポーツに親しむことができるよう、「名護市スポーツ推進計画」を策定し、各種事業

を推進します。 

○各種スポーツ教室の開催や学校施設の開放等により、市民のスポーツ活動支援に取り組みます。

また、市民がスポーツ施設を利用しやすいよう、施設提供のサービス向上に取り組みます。さ

らに、関係機関と連携し、ウォーキング等のスポーツを通して市民の健康及び体力づくりを推

進します。 

○市民に対し意識調査を行う等、市民のスポーツに関するニーズの把握に取り組みます。 

○市民が身近な地域でスポーツを楽しむことができるよう、名護市教育委員会より委嘱された名

護市スポーツ推進委員と連携し、レクリエーション・スポーツ移動教室の充実を図ります。 

 

２．夢を育む競技スポーツの推進                            

○ジュニアアスリートの育成・強化を図るために、スポーツ少年団の充実や市体育協会や学校体

育団体、各種競技団体、名桜大学等との連携を図る等、専門性を有した質の高い指導者の育成・

確保に取り組みます。 

○スポーツイベントの開催等を通して、子どもたちのスポーツ活動を支援し、競技力の向上、競

技団体の育成を図るとともに、青少年の健全育成を図ります。 

○子どもたちに夢を与え、その可能性を育むため、プロスポーツのキャンプやトップアスリート

の合宿、公式大会の誘致に取り組みます。 

 

３．スポーツ施設の整備拡充                             

○あらゆる世代が、様々な目的でスポーツに親しみ、スポーツを通じて交流ができるよう、スポ

ーツ環境の整備や、既存施設の設備等の計画的な修繕及び維持管理に取り組みます。また、市

民の健康づくりに資するよう、公園の機能充実に取り組みます。 

○多様なスポーツ・コンベンション(スポーツ大会、スポーツ合宿等)の振興を図るため、スポー

ツ施設の整備拡充に取り組みます。 

 

 

【目標数値】 

指標 平成 24 年度 

(実績) 
平成 30 年度 

(目標値) 

スポーツ教室への参加者数 153 人 250 人 

県民体育大会参加者数 356 人 380 人 

スポーツ団体数 420 団体 425 団体 

スポーツ施設の利用者数 417,148 人 430,000 人 

 

  

◆重点的に取り組む活動 

○スポーツ施設の市民利用を向上させるサービス提供の工夫 

○あらゆる世代がスポーツに親しめるようなスポーツ施設の拡充 

○市民の健康づくりに資する公園の機能充実 

 

具 体 的 な 取 組 

ツール・ド・おきなわ 2013 ＮＡＧＯハーフマラソン 
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政策２ ふるさとに誇りを持ち 心豊かな人を育むまち 

  

 

 

 

本市の歴史的・文化的財産の保全・活用を図るとともに、市民参加による芸術文化活動

を充実させ、市民が夢や希望を抱き、身近に親しむことのできる文化薫るまちをめざしま

す。 

 

 

・本市には国・県・市により指定及び選定、登録

されている文化財が約 80 件所在しており、平

成 21 年には「津嘉山酒造所施設」が、平成

24 年には「名護市嘉陽層の褶曲」がそれぞれ

国指定重要文化財及び天然記念物の指定を受

けました。 

・市内を 3 地域に区分し、「文化財散策マップ」

を作成しました。散策マップは毎年 1 地域ず

つ内容の更新を行っており、観光協会が主催す

るまちなか観光案内等においても活用されて

います。 

・名護市観光協会が主催するまちなか観光案内に

おいては、同協会が認定する「名護さくらガイ

ド」が観光案内等を行い活躍しています。 

・各区では豊年祭等の地域に根付いたユニークな

伝統文化が継承されています。 

・埋蔵文化財は、これまでに「大堂原(うふど-ば

る)貝塚」等で発掘調査が行われ、出土した遺

物等は、旧羽地支所庁舎を利用して整理・保存

していますが、保管場所の確保が困難な状況で

す。 

・市史は、本編・資料編等、これまで 18 巻中

12 巻が刊行されています。また、毎年「市史

セミナー」や北部の高校生を対象とした「高校

生とともに考えるやんばるの沖縄戦」（戦跡巡

り）、字誌刊行支援を行い、市史の普及活動に

も取り組んでいます。 

・町村合併資料のような歴史的価値のある公文書

について整理・保存を行っています。今後、歴

史的文書の扱いについて、庁内への周知強化が

求められます。 

・博物館は築 54 年（平成 25 年現在）経過し、

老朽化や狭小性、誰でも利用できる施設・設備

の遅れなど市民ニーズに応えられない状況で

す。また、現在博物館収蔵庫では保管できない

ほど資料が膨らみ、市民の財産を後世に引き継

ぐためには質、量とも勘案した収蔵庫が必要で

す。 

・博物館では友の会が設立され、活発な活動を展

開し、市民と博物館が相互に支え合うつながり

が深まりつつあります。 

・市民会館は築 20 年を経過しており、快適かつ

安全に利用できるよう必要な修繕を随時行っ

ています。また、子ども芸術支援事業やアウト

リーチ事業※１等を展開するとともに、文化協

会等芸術文化活動を行う団体を支援し、市民文

化の向上に努めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

【施策に関する市民の声】 
・自然や歴史、文化等は活用する前に、保

全が第一である。 
・歴史や自然、文化等を活用するためには、

まず、情報の収集・整理、関係団体等と
の連携、市民への周知、ルールづくりが
重要である。 

・市内に点在する文化的資源を観光と結び
つけて活用してほしい。 

・小中高生の地域学習として、「名護さくら
ガイド」を活用してはどうか。 

・子どもでもわかりやすく読める、名護市
に関する本が少ない。 

・字誌の刊行が盛んである。 
・地元の歴史や貴重な資源を知らない人が

多い。 
・文化の情報発信、調査研究を行う人材が

少ない。 
・名護市史に歴史等がまとめられているが、

内容が難しく市民にはわかりづらい。 
・文化施設を充実してほしい。 

施策５ 文化活動の充実 

経 緯 ・ 現 状 

施 策 の め ざ す 方 向 
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１．伝統文化の継承・発展と市民文化の創造                       

○市民のまちに対する愛着を深めるため、文化財散策マップの定期的な更新等、名護市の文化・

自然に関する情報収集・情報整理を行うとともに、関係団体等と連携を図りながら情報発信や

活用のためのルールづくり等に取り組みます。また、散策道等の整備、案内板を設置し、名護

市の歴史や自然、文化を体感できる環境づくりを推進します。 

○豊かなやんばるの自然を海外へ発信するため、世界遺産への登録をめざします。 

○市民の文化活動の支援や各種文化団体の育成等、市民文化の創造を推進します。 

○各区に伝わる地域伝統芸能や無形文化財の保存、民話の継承、字誌の編さん等への支援を行い

ます。 

 

２．歴史的資料・文化財の保全・活用                          

○希少で優れた文化財や市民生活に身近な文化財の保全を進め、「名護市 55 区すべてに指定文化

財を」を目標に、自然や歴史・文化の両面から積極的に文化財指定の推進を図るとともに、活

用に向けた周知に取り組みます。  

○「文化財めぐり」等によって市民が文化財に関する知識を習得できる環境づくりを行うととも

に、市観光協会と連携して市民案内人の育成を進めます。また、育成した案内人が活躍する場

の拡充を進めます。 

○諸開発による埋蔵文化財の消失を防ぐため、事前協議を推進するとともに市内の遺跡に関する

調査・研究を継続的に実施します。また、調査・発掘による出土品を公開し、地域の歴史の情

報を提供します。 

○市史の編さんについては「通史編」、「戦争編」、「戦後生活史編」、「自然と人編」、「名護やんば

る大百科事典(仮称)」に取り組むとともに、編さん作業で蓄積された資料のデジタルアーカイ

ブ化を進めます。また、平和学習等の教育普及活動も継続して実施します。 

○歴史的公文書の適切な収集・整理・保存に取り組み、市史編さん資料として活用します。 

 

  

具 体 的 な 取 組 

国指定重要文化財「津嘉山酒造所施設」

 

・伝統文化の継承・発展と市民文化の創造 

・文化財等の保全と活用 

・市史編さん資料及び歴史的公文書の保存と整理 

・新博物館建設の推進 

・市民会館の安全・快適な管理・運営 

・芸術文化を身近に感じることができる環境づくり 

課 題 

「名護市嘉陽層の褶曲」の見学会
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３．博物館運営の充実                                 

○市民や時代のニーズに対応しながら、やんばるのくらしと自然に根差した企画展、体験講座等

の博物館活動や、市内各地へのアウトリーチ事業の実施等、博物館講座の充実を図ります。 

○『①資料収集・保存②調査研究③教育普及④展示等⑤連携』の５つの博物館活動の充実を図り、

学校や研究施設、社会教育施設、活動団体・個人との連携を深めることで博物館機能の強化を

図ります。 

○新しい博物館については、子どもから高齢者までが集うよう、文化活動の充実を図るとともに、

観光施設及び地域を学習する施設として、文化活動の面からまちづくりに貢献する施設をめざ

し、整備に取り組みます。 

  

４．芸術文化の振興                                    

○市民会館については、市民の文化・芸術活動の拠点として安全・快適に利用できるよう、施設

の適切な管理･修繕を行うとともに、時代のニーズに即した設備の導入等に取り組みます。 

○多くの市民が芸術文化に親しんでもらうため「地域密着型」、「市民参加型」の場づくりを行い、

地域における芸術文化活動を支援します。 

○次代を担う青少年の育成、豊かな感性と感動する心を育むため、多彩な子どもたちの芸術文化

事業の支援としてアウトリーチ事業等の拡充を図ります。また、若手芸術家の発掘・育成を推

進し、芸術文化のすそ野の拡大を図ります。 

 

 

 

【目標数値】 

指標 平成 24 年度 

(実績) 
平成 30 年度 

(目標値) 

市史セミナーの参加者数 88 人 100 人 

博物館の利用者数 15,563 人 16,000 人 

子ども芸術支援事業（等）への参加者数（累計） 4,900 人 5,500 人 

 

  

◆重点的に取り組む活動 

○文化財の保全・活用及び周知 

〇新名護博物館の建設 

〇アウトリーチ事業の拡充 

用語解説 
※１ アウトリーチ事業：アウトリーチには、「地域への奉仕・援助・福祉活動」や「公的機関や団体の出張

サービス」という意味があり、文化施設や芸術の観点では、日頃芸術や文化にふれる機会の少ない人々に対

して、その生活の場に出向いて働きかける活動を指す。 
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ザトウクジラの資料収集（静岡県） 

学校での出前演奏（アウトリーチ事業）

市民とアーティストによる「名護ビックリスマス

コンサート」（市民参加企画） 

名護さくらガイド 

名護ジュニアオーケストラの演奏 

子ども芸術支援事業 
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政策２ ふるさとに誇りを持ち 心豊かな人を育むまち 

  

 

 

 

 

国際化が進展する現代において、国内・国外を問わず交流を通して、幅広い視野を持ち、

異なった価値観を理解し、互いに尊重し合える人材を育成することで、「小さな世界都市 

名護」をめざします。 

 

 

 

・海外の姉妹都市等としてアメリカ合衆国ハワイ

州ハワイ郡ヒロ、ブラジル連邦共和国パラナ州

ロンドリーナ市があります。 

・夏休み期間中、市内中学生を海外へ短期留学生

として派遣しており、平成 24 年度は姉妹都市

であるハワイ州ハワイ郡ヒロへ 12 人を派遣

しました。 

・南米４か国（ブラジル、アルゼンチン、ペルー、

ボリビア）から研修生を受け入れる「海外移住

者子弟等研修受入事業」において、市内外での

研修を通して、産業･経済･文化等の理解を促進

し、市民及び県民との交流を深めています。今

後、南米４か国以外からの受け入れも検討して

いく必要があります。 

・名護市国際交流会館は、ホール･研修室･宿泊施

設を備えており、市内在住の外国人の相談対応

等を行っています。また、名護市国際交流協会

※１の活動拠点となっています。 

・名護市国際交流協会と協働し、世界の家庭料理

フェアや留学生による日本語弁論大会、ツー

ル･ド･おきなわ通訳支援等、国際交流を促進す

るイベントや事業等を実施しています。 

・国内では、北海道滝川市、岩手県八幡平市、大

阪府枚方市、群馬県館林市の４市と相互交流を

行っています。また、一部の友好都市とは災害

協定を結んでおり、緊急時の受け入れや職員の

派遣等を行っています。 

・平成 22 年の国勢調査において、市内には総勢

288 人の外国人がいます。 

・「名護市・館林市子ども会交流事業」や青年会

議所が主催する「名護・滝川児童交歓事業」等

の児童交流事業を行っています。 

・やんばる駅伝等、奄美地域との市民間の交流も

行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・様々な国の人と交流し、相互理解するための国際交流機会の充実 

・国際的な人材を育成するための海外留学等の支援 

・民間組織による交流活動への支援 

 

課 題 

【施策に関する市民の声】 
・名桜大学には多くの留学生がおり、交流

イベントも多い。 
・国際交流会館など、留学生の宿舎がある。
・国際交流を通じて学んだことを名護市で

生かすことが重要である。 
・国内に４つの友好都市があるものの、市

民にあまり知られていない。 
・“山原”という意識があり、近隣市町村と

の交流がある。 
・「ツール･ド･おきなわ」や「名護･やんば

るツーデーマーチ」等のリピーターの多
いイベントが開催されている。 

・県外から来る人への名護市のＰＲが弱い。
・名護市国際交流会館が活発に活用されて

いる。 
・交流活動を通して、課題解決型のリーダ

ー研修等を行うことで地域への波及効果
が生まれるのではないか。 

 

施策６ 交流の推進 

経 緯 ・ 現 状 

施 策 の め ざ す 方 向 
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１．国際交流の促進                                  

○国際交流を通して、世界の様々な文化を知ることで、幅広い視野を持ち、相互理解できる人材

を育成するため、海外留学等に取り組みます。 

○姉妹都市等と協力し、相互の事業や行事を通して人材育成・観光・産業・文化等、交流の機会

を増やすことで国際親善に取り組みます。また、海外との交流機会やネットワークを拡充し、

国際交流の充実に取り組みます。 

○市民の自発的交流を促進するため、名護市国際交流協会等、民間組織による国際交流活動を支

援します。 

○歴史的に多くの海外移民を輩出していることから、「海外移住者子弟等研修受入事業」等、今後

も海外の市・県系人コミュニティとのネットワーク構築･維持に取り組みます。 

○名桜大学や国立沖縄高等専門学校等と連携を図り、身近な地域での国際交流を支援し、市民の

交流意識向上を図ります。 

 

２．地域間交流の促進                                 

○人材･観光･産業･文化等、友好都市を中心とした交流を通し、相互の振興発展に取り組みます。

また、市民レベルの自発的な県内外との交流を促進します。 

○県内外の児童生徒との交流機会の創出や交流活動への支援等、児童生徒を中心とした地域間交

流に取り組みます。 

 

 
 

【目標数値】 

 指標  平成 24 年度 

(実績) 
平成 30 年度 

(目標値) 

国際交流事業への参加者数 670 人 2,700 人 

児童生徒の交流事業の開催数 ２回 3 回 

 
用語解説 
※１ 名護市国際交流協会：「名護市を小さな世界都市に！」を合言葉に、沖縄県 名護市で国際交流イベント等

を企画・運営している 団体です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆重点的に取り組む活動 

〇名護市国際交流協会等の民間組織による国際交流活動の支援 

〇交流活動を通してのリーダー育成 

具 体 的 な 取 組 
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世界の家庭料理フェア 

名護・滝川市児童交歓会 
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済井出区のアブシバレー 


